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大林・西武・斎藤JV工事事務所 残土仮置き場
埼玉県
大滝トンネル現場事務所

残土運搬箇所
（皆野両神荒川線BP）

大滝トンネル

大滝トンネル 工事情報通信

問合せ先

トンネル掘削は7月及び、8月も継続して掘削を進めて行きます。非常駐車帯（トンネル内で車が故障したときなど

車を停めれるスペース）や、夏期休暇を挟むことから、100ｍ/月程度の掘削を予定しています。覆工コンクリートは

7月は100ｍ程度、8月は非常駐車帯の取り合い部を施工するようになることから30ｍ程度を打設する予定です。

トンネル掘削で発生した残土は、皆野両神荒川線バイパスへ運搬します。

国道140号
三峰口駅

終点側 起点側

白久駅

工事の進捗状況及び、今後の予定

大林・西武・斎藤JV工事事務所

住所：秩父市荒川贄川 703-1

TEL：0494-26-6371

担当：古家、小野寺、古本

大滝トンネル本体工事

に関するお問い合わせはこちら

埼玉県西関東連絡道路建設事務所

住所：秩父郡皆野町皆野2511-1

TEL：0494-62-5811

担当：小林、宮城、中村

大滝トンネル事業全体

に関するお問い合わせはこちら

2023年6月26日現在
掘 削 1356.0 ｍ
覆 工 280.1 ｍ

本格的な梅雨のシーズンとなり、急な雨や蒸し暑い日が続いていますがお変わりあ

りませんか。この時期はトンネル内も湿度が高いため、路面やコンクリートなどが湿

気っている状態です。埃が立たたないのはありがたいのですが、熱中症にかかかりや

すい時期ですので、皆で対策を講じながら頑張っています。

トンネル掘削も順調に進み、残り700ｍを切りました。覆工（仕上げのコンクリー

ト）も6月末には300ｍを超える予定です。

トンネル掘削位置

L=2,053m

覆工コンクリートも約300ｍ進みました。

坑内の換気について

覆工

トンネル坑内は、発破掘削やコンクリートの吹付などで空気が非常に汚れやすくなっています。そのため、外からトン
ネル掘削箇所まで1分間に2000ｍ3の新鮮な空気を送っています。汚れた空気は集塵機で吸い込んで埃を落としてからトン
ネル入り口側へ自然に流れるようにし、坑内環境を保ちながら作業を進めています。

送風機
緑色の風管で掘削先端まで空気を送っています

外からの空気集塵機

吸込み口

吐出し口

除塵装置

トンネル掘削箇所の地山です。

アジサイの花に癒され
る季節になりました


